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細部へのこだわりは、
日本人の得意分野

2009年秋冬のフランネル

チェックシャツに関しては、

3つのコンセプトであるモノ

トーン（白黒基調）、クラシック

（英国の伝統調）、そしてヴィン

テージ（古着っぽさ）を決定し、

とことんこだわりをもって、

シャツをデザインしていき

ました。

　ユニクロにはモノづくりに

こだわりをもつ社員が多くて、

私もその一人ですが、けっして

妥協することがありません。

例えば、フランネルシャツで

は両ポケットにするかどうか、

ボタンはどうするかなど、細部

まで考え抜きました。
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香川　雅哉

QUALITY
理想をとことん追求したいから、
定番商品の細部にこだわります

お客様に服の楽しみ方の提案をしたい

ユニクロは、販売数が非常に多いので、他の方とバッティングしない

「自分のお気に入りが必ず見つかる」という楽しみ方を提案したいと

考えています。例えば2009年の秋冬は、ユニクロの定番商品として

人気の高いフランネルのチェックシャツに、100バリエーションを用意

しました。ワンシーズンに100のバリエーションも創作するなんて、

どこのアパレル会社もやってないのではないでしょうか。

　私たちの仕事で最も大切なのは、コンセプトづくりです。ファッ

ションのトレンドや販売データを見ながら、担当マーチャンダイザーと

デザイナーたちが集まり、商品の世界観を共有します。ファッション

トレンドも大事ですが、どんな生活シーンでお客様に着ていただく

かを考えながらコンセプトを創造するのが、新鮮な提案には重要

だと思います。

お客様の声にしっかりとお応えしていく

以前、「ユニクロの柄は古着っぽいけれど、新品すぎてつまらない」

というご意見をいただいたことがあります。その声に応えるために、

2009年秋冬のヴィンテージシャツでは、何回も洗濯して味の出た

毛
け

羽
ば

感を出したいと思い、洗いの工程を何度も何度もやり直して、

満足のいくものに仕上げました。

　ユニクロらしい手頃な価格で、理想とする服に近づける。自分が

200点だと思えるものを生み出して、やっとお客様に100点をいた

だけるのだと言い聞かせ、これからも妥協せずにやっていきます。
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